
文字盤を使った
コミュニケーションのための

テキスト

日本ALS協会群馬県支部

簡単！誰でもできる！

映像教材

DVDつき



目　次

はじめに ………………………………………………………………………………………………  1

あいさつ ………………………………………………………………………………………………  2

文字盤の使い方 …………………………………………………………………………………  5
　１．患者の目から30cm～40cmくらいの位置に文字盤を持つ …………  5
　２．患者の見つめている文字をさがす ………………………………………………  6
　３．患者が見つめている文字を確定する ……………………………………………  6
　読み取りのポイント …………………………………………………………………………  8

いろいろな文字盤と使い方 …………………………………………………………… 10
　１．フリック式 ………………………………………………………………………………… 10
　２．音声スキャン方式 ……………………………………………………………………… 11

口文字 ………………………………………………………………………………………………… 12
　読み取りのポイント ………………………………………………………………………… 13
　「先読みに」ついて …………………………………………………………………………… 14
　NPO法人 ICT救助隊のご紹介  ………………………………………………………… 15



はじめに

群馬県難病相談支援センター　管理者　　　　　　

群馬大学大学院医学系研究科脳神経内科学教授　池 田 佳 生

　全身の骨格筋の運動を司る１次及び２次運動ニューロン（神経細胞）がゆっくり

と消失していく筋萎縮性側索硬化症（ALS）では、徐々に筋萎縮や筋力低下が進

行し、食事、会話、起立や歩行といった基本的な生活動作も困難になります。会

話不能な状態となっても、手の機能が保たれている間は書字やキーボードを用い

たコミュニケーションが可能ですが、これらの機能も喪失すると患者さんとのコ

ミュニケーションはさらに困難になります。

　障害を抱えた患者さんが適切な医療や介護を享受するためには、患者さんと医

療従事者間の良好なコミュニケーションは大変重要です。しかしながら、ALSや

一部の神経疾患・筋疾患においては、高度のコミュニケーション障害に進行する

場合もあります。しかし、このように高度の運動障害に進行したALS患者さんに

おいても、眼球を動かす筋肉を支配する運動ニューロンは比較的に保たれる事実

が知られています。

　現在、ALS患者さんの残存運動機能を最大限に利用したコミュニケーション・

ツールの開発が医療分野において進んでいますが、患者さんの視線やまばたきを

利用して行う文字盤を使ったコミュニケーションは、簡便かつ安価に誰でもすぐ

に開始できる大変有効な手段です。一見単純に思える文字盤コミュニケーション

ですが、実際の運用にあたってはちょっとしたコツが必要です。これまでこのよ

うな「コツ」を分かりやすく解説するテキストはありませんでした。

　本テキストが、コミュニケーション障害をもつ患者さんの気持ちを良く理解し、

読み手となる家族や医療従事者との良好なコミュニケーションを基本とした医療

や介護の推進につながることを信じています。

2015年11月吉日　
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あ いさつ

日本ALS協会群馬県支部　支部長　村 田 波 廣

私は残酷な進行性神経難病の「筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）」を患い、人工呼吸器

を装着し「生きる道」を選び「おまけの人生」を歩み今年で13年目を迎えました。

ＡＬＳとの闘いは、まさに、声を失う恐怖と苦悩との闘いでもあり、「コミュニケー

ション」との闘いでもあり、自分自身との闘いでもありました。

「コミュニケーション」は、患者一人の問題ではなくて医療・福祉・介護に携わる

全ての人々の共通認識のもとで初めて成り立つと考えています。

幸いにも、最も手軽なコミュニケーションツールである「文字盤」のおかげで、声

を失っても自分の意思を伝え「必要な時に、必要なケア」が出来る幸せを感じています。

しかし、コミュニケーションなしに「思い込み」のケアをされても患者は決して満

足することはありません。むしろ、文字盤を利用出来ない不信感で患者は孤立してし

まいます。

このたび、東京都に活動拠点を置かれ、全国でコミュニケーション支援に関する研

修会を開催しているNPO法人 ICT救助隊の全面的なご協力を頂き、文字盤によるコ

ミュニケーション支援のためのテキストと映像教材を作成いたしました。

文字盤は最も手軽なコミュニケーションツールでケアする人はその利用は必須条件

だと考えます。

ぜひ、このテキストや映像教材をご利用ください。

そして、文字盤を利用して声を失ったＡＬＳ患者の要望を引き出し、それに応え、

是非、患者の信頼を勝ちとっていただきたいと思います。

2015年11月吉日　

孤立を防ぐ“文字盤”にご理解を…!!

2



文字盤を使った
コミュニケーションのための

テキスト

簡単！誰でもできる！
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文字盤の使い方
　文字盤は安価で手軽、持ち

運びが容易な反面、常時介助

者の手を要し、多少の練習が

必要です。

　ここでは50音が並んだ透

明な文字盤を使い、読み手と

目と目を合わせることによっ

て、視線で文字を確定してい

く方法をご紹介します。

●通常は患者が見やすいように文字盤を患者側に向け、読み手は裏文字で読

み取りますが、読み手が読みやすいように、患者が裏文字を見ている場合

もあります。

● 文字盤との距離はとても重要です。離れすぎると読み取りづらいし、近づ

けすぎると患者が疲れます。距離だけでなく、角度や高さなどを調節して

みるとわかりやすくなることがあります。

患者の目から30cm～40cmくらいの位置に
文字盤を持つ1
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患　　　者

伝えたい文字だけを見つめる。

合っていれば、目をつむるなど

YESの合図をし、次の文字を

みつめる。

間違っていれば、言いたい文字

を見続ける。Noの合図をする。

読　み　手

患者の視線と自分の視線が一直

線になるように文字盤を動かす。

透明文字盤上の目的の文字の向

こうから、相手の目が自分を見

つめている状態。

患者が見つめていると思われる

文字を読み上げ、または指をさ

して、患者にYes／Noの合図

をもらう。

合図がなければ文字盤の位置を

調整し正しいと思われる文字を

読み上げる。

患者の見つめている文字をさがす2

患者が見つめている文字を確定する3

● Yesの合図は「まばたき」の他に、「目を見開く」「上を見る」「横を見る」な

ど様々です。

● Yes／Noの合図は、患者さんにとってやりやすい方法を早いうちに見つけ

ることが大切です。

●また、進行によって変わることもあるので関係者に周知しましょう。
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左の方を見つめているのがわか

ります。

患者は「す」の文字を見つめて

います。

患者と自分の目が合うように文

字盤を動かします。

「す」と目と目が合いました。

「す」と読み手が読み上げ、または指をさし、
　合っていれば　YES　の合図　→　次の文字を見る、または、まばたき

　間違っていれば　NO　の合図　→　伝えたい文字を見続ける　　など
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● 患者の目を見ることが１番のポイントです。

●文字ではなく目を見ます。

● 読み取りやすくする工夫

● 透明度の高い材質の方が読み取りやすいです。軽量な方が、読み手が疲れ

ません。

●患者と読み手の顔が、透明文字盤を挟んで真正面（180度）に向き合うのが、

視線を読み取りやすい角度です。

読み取りのポイント!

視点の動きに注目して文字盤を動かす

目のピントが合い、文字はぼける

文字の中心に赤い点 枠をつける
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●裏文字の「さ」と「ち」は間違えやすく、混乱の原因になります。「さ」

というようにフォントを変えるだけで読み取りやすくなります。

● 最初は読み取りに集中してしまうため、1文字目を忘れてしまいがちです。

メモをとるようにして、取り直しなどがないようにしましょう。また、5

～6文字読み取ったら、読み手は頭から読み直して、一致しているか確認

していくと、取り間違いが減ると同時に、記憶の助けにもなります。

● 眼球が動かすことや、瞬きの合図が難しいと文字盤が使えないと思われが

ちですが、文字盤を小さくすると眼球を大きく動かさなくてもすみます。

また、介助者が読み取った文字が合っていれば、患者さんは次の文字に目

を動かすことによって、瞬きなどの確定の合図がなくても文字を読み取る

ことができます。

● 読み手が文字盤を早く動かすと、患者は目が回って文字盤酔いのような気

持ち悪さを感じることがあります。読み取れないと、読み手は小刻みに文

字盤を動かしがちですが、これも患者にとっては気持ちが悪く疲れます。

迷うようなら、周辺の文字を1つずつ確認していき排除法で絞っていきま

しょう。

● 文字盤を見続けるのはとても目が疲れます。目薬を差すなど配慮してくだ

さい。
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いろいろな文字盤と使い方
　文字盤の取り方は目と目を合わす方法だけではなく、患者さんや読み手が

色々工夫した方法があります。

　また、文字盤自体も生活に合わせて、それぞれ工夫があります。

　どれが正解ということはないので、使いやすいと思えるやり方でおこなっ

てください。

　ブロックを確定して、次にその周囲の文字を確定していく方法です。

　「の」を選びたいときは、「な」のブロックを確定、その後目を下に動かし

て「の」を確定します。

　あるいは、読み手が１文字ずつ指差すなどして合図をもらって確定します。

フリック式1

フリック式文字盤
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参考ホームページ

・JALSAコミュニケーション支援委員会   http://goo.gl/x4DDt

・東京都立神経病院 リハビリテーション科 透明文字盤コーナー    http://goo.gl/holn6

　目の動きが厳しい時にも使える方法です。

音声スキャン方式2

伝えたい文字のある列でYesの合図をします。患　　者

伝えたい文字でYesの合図をして、文字を確定します。患　　者

「あ」「か」「さ」「た」・・・と文字盤の1番上の行を読み上げて

いきます。
読 み 手

合図をもらった文字の列を縦に読み上げていきます。

例） 「た」合図！→「た」「ち」「つ」「て」「と」
読 み 手
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口　文　字
　道具を使わずに、口の形の読み取りと合図で文字を綴っていきます。読み

手と患者の掛け合いでかなり早い会話が可能です。

伝えたい文字の母音を口で作ります。

例） 「こ」と言いたければ口を「お」の形にします。

＊ 慣れるまでや口の形が作りづらくなった時は、読み手が

母音を「あ」「い」「う」「え」「お」と読み上げていき、患

者に合図をもらっても良いです。

患　　者

伝えたい文字が言われたら瞬きなどの確定の合図をします。

濁点：瞬き２回、半濁点：瞬き３回
患　　者

母音の文字を読み取ります。

例）患者が伝えたい文字が「お行」にあると判断します。
読 み 手

判断した母音の行を読み上げていきます。

例） 「お・こ・そ・と・の・ほ・も・よ・ろ・ん」
読 み 手
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● 読み手が一定のリズムで50音を読み上げていくと、患者は合図のタイミン

グが合わせやすいです。

● 合図は「目を上にあげる」などそれぞれやりやすい方法で行います。

● 「ん」は、口をつぐむやり方もあります。あまりルールを作りすぎるのも

汎用性がなくなるので、良し悪しです。

読み取りのポイント!

参考ホームページ

唇で読む文字盤   http://goo.gl/vtrvj 
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　読み取っている途中で単語がわかったと思って「○○

のことですね」というような先読みはしないほうがよい

とされています。

　合っていればそれほど問題はありませんが、間違って

いた場合、思い込んでしまった文字から思考が切り替え

られず、読み取りの効率が落ちるからです。

　しかし、常日頃から患者の要求や考えを把握して、患

者が何を伝えたいか考えることは、患者との関係性を築

く上でもとても重要です。

　「あうん」の呼吸で相手の要求に応えられるように、自

分の五感を研ぎ澄ませて、相手の表情や変化からも色々

な事を読み取れるように努めたいものです。

「先読み」について
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　病気や事故により「話す」ことが困難になった人の気持ちや苦しみは、その立場

にならないとわかりません。しかしコミュニケーション障害をもつ人と接するとき、

その人の気持ちや伝えたいことをわかってあげたいと思わない人はいないでしょう。

様々なコミュニケーション機器がある中で、電力のない場所でも使え、慣れればIT機

器よりも早く、そして患者さんと支援者が直接目を見て気持ちを伝えられる透明文字

盤は必ず役に立つコミュニケーション手段であると信じます。このテキストを通じて、

一人でも多くの患者さんが透明文字盤を使い自分の意思を伝えられるようになること

を切に願います。

謝　辞

　このテキストを作成するにあたり、ご指導ご助言をくださり、挿し絵を描いて

くださいました桃井里美様に深く感謝いたします。

群馬大学医学部附属病院　脳神経内科医師　長 嶋 和 明

編集後記
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 協　力 柏原　一仁
  柏原　絵美
  冨田　真紀（吉野内科・神経内科医院  理学療法士）
  山本　直史（狭山神経内科病院  言語聴覚士）
  岡部　宏生（日本ALS協会副会長）
  酒井ひとみ（日本ALS協会理事）

 編　集 群馬県難病相談支援センター
  〒371-8511  群馬県前橋市昭和町3-39-15
  TEL 027-220-8069／FAX 027-220-8537

 発　行 日本ALS協会群馬県支部

 発行日 平成27年12月

 印　刷 朝日印刷工業㈱
  〒371-0846  群馬県前橋市元総社町67

文字盤を使った
コミュニケーションのための

テキスト



〈文字盤 サ ン プ ル 〉

コピーしてお使いください

















<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


